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と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
）
 

」 

ふもとでは、たわわに実った稲穂の間から「ワ 

ッショイ、ワッショイ」と威勢のよいかけ声。 

今年も秋祭りが盛大に行われました。8基の山 

笠とワ基の子ども花山がー同に町民会館前に会し、 

深まりゆく秋。山では頂きから紅葉がはじまり 豪華けん欄な山見せ。 

赤や黄色の彩りが透きとおるほどの青空に映えて、 しゃぎり隊の踊りも加わり祭りは最高潮。各地 

さながら錦絵のような華やかさです。 区でも夜遅くまで深まりゆく秋を惜しみました。 

11月は町県民税4期分の納税月です 
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昭
和
五
十
八
年
度
一
般
会
計
と
国
民
健
康
保
険
事
業
な
ど
五
つ
の
特
別
 

会
計
の
決
算
が
、
九
月
定
例
町
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

一
般
会
計
は
、
歳
入
歳
出
差
引
一
億
八
千
六
百
七
十
二
万
円
の
赤
字
決
 

算
で
、
公
債
費
（
大
蔵
省
や
郵
政
省
な
ど
か
ら
借
り
た
お
金
の
元
金
と
利
 

子
の
返
済
分
）
が
歳
出
全
体
の
約
十
七
・
五
％
と
、
借
金
の
返
済
に
追
わ
 

れ
て
い
る
財
政
状
態
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。
 

昭
和
四
十
九
年
度
か
ら
引
き
続
く
赤
字
決
算
で
、
内
容
的
に
は
、
赤
字
 

再
建
団
体
の
適
用
を
受
け
て
い
る
、
金
田
町
、
方
城
町
な
ど
と
変
わ
ら
な
 

い
状
況
で
す
。
地
方
自
治
の
本
質
を
守
り
、
企
業
誘
致
な
ど
大
き
な
課
題
 

を
か
か
え
て
い
る
現
在
、
赤
池
町
は
自
力
で
こ
の
財
政
危
機
を
乗
り
切
る
 

べ
く
奴
力
力
し
て
い
ま
す
。
 

町民1人当りの使いみち（一一般会計） 

労 働 83,261 円 

公 fJi 費 74,117 

民 生 費 69,856 

総 務 費 34,104 

教 育 費 28,781 

土 木 費 28,011 

農林水産業費 24,808 

衛 生 費 20,318 

商 工 費 12,983 

消 防 費 8,574 

議 会 費 6,714 

災害復~日費 701 

そ の 他 32,623 

計 424,851 

80 

町債（借金）現在高の推移 

（普通会計） 

71億z錯 
69億6,900 万円 

70 - 58f.鈴馬らJ零『 慧 蕊 
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使つ奮金43億3718万円× 
ム、 
云 普 通 

金等貸付事業特別会計） 
ー般会計＋住宅新築資 讐蕊金41億5,697万円 

Z 

響響ぐ81 2 .ぢ09万円 
琶ーー一 ー亮棄：批泌鼻葺り蛇 ；ぐ

6 億3.087 万円 

2 億9.995 万円 

2 億ワ，184 万円 

2 億2.228 万円 

1億9.627 万円 

1億9.26 〇万円 
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6 .02ワ万円 呈』甘i三 

鷺 

建設事業費 

公 債 費 

人 件 費 

出資金・貸付金 

扶 助 費 

補助費等 

鷺地方交付税 15億1.24〇万円 

国庫支出金 9億245万円 

税
 

方
 

地
 

」」（？」掛」 

物 件 費 

前年度繰
土プと月月金

1目 二；七ー l上」 ズ× 
ソT ’く一 ロ」 玉］工 

税 収 入 

諸 収 入 

~ l ー，」ー ‘ Iー , 

財座収人 

ノ、4「つノ、、 4 ,山つノ＼ 
加汁口令か貝十ロてi粉 

5億5.85〇万円E 

3 億5、ワ55万円 

2 億8.013万円 

2 億3.〇〇7万円 

襲 

そ の 他 そ の 他 

1億1,68 〇万円 

9 ，ワ62万円 

1億145万円 

町道二反力浦～松本線 

道路新設工事 主な事業 
r 総工費2億4,300万円のうち、 
× 58年度分5.700万円 ノ 

赤池保育所新築工事 

r 総工費1億2,200万円のうち、 
× 町費負担分4.100万円 ノ 

昭和58年度各特別会計の決算状況（単位】千円） 

猿畑集会所新築工事 

（総工費1 .900万円） 

区 分 歳 人 歳 差引額 累積額 

町立病院事業 415.831 474,479 z58 , 648 △400.666 

国民健康保険 
事業 360,939 335.591 25,348 

一／/ 

上水道事業 186.815 203,304 △1 6 .4 89 △383,7 1 2 

住宅新築資金 
等貸付事業 218,478 218,475 3 / 
老人保健事業 522,759 487.069 35,690 
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か し、 あ
 

や
踊
 り
 に
楽
し
い
一
日
 

7
5
o

人
が
繊
席
 し
た

敬

老

会

 

十
月
十
五
H
、
恒
例
の
一
 

月
遅
れ
の
敬
老
会
が
町
民
会
 

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

今
年
の
該
当
者
（
七
十
歳
 

以
上
）
千
五
十
二
人
の
内
、
 

約
L
百
五
十
人
が
出
席
。
町
 

内
最
高
齢
者
、
九
十
六
歳
の
 

香
野
繁
蔵
さ
ん
の
お
元
気
な
 

姿
も
見
え
ま
し
た
。
 

式
典
で
は
、
池
永
町
長
が
 

「
み
な
さ
ん
は
、
時
代
の
移
 

り
ゆ
く
中
ひ
た
す
ら
家
族
の
 

た
め
、
町
の
た
め
、
社
会
の
 

た
め
に
歩
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
 

た
。
町
が
今
日
の
発
展
を
な
し
え
た
の
 

も
、
み
な
さ
ん
が
長
年
に
わ
た
り
陰
ひ
 

な
た
な
く
暖
か
く
見
つ
め
慈
し
み
育
て
 

て
く
だ
さ
っ
た
た
ま
も
の
で
す
。
」
と
 

お
祝
い
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。
 

議
長
の
あ
い
さ
つ
や
記
念
品
贈
呈
、
 

大
森
高
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
の
 

謝
辞
の
あ
と
、
中
食
を
は
さ
ん
で
、
演
 

芸
に
入
り
、
町
内
四
保
育
所
五
歳
児
の
 

お
み
こ
し
ワ
ッ
シ
ョ
イ
、
養
命
大
学
の
 

み
な
さ
ん
の
民
舞
、
文
化
団
体
の
み
な
 

さ
ん
の
踊
り
と
、
会
場
の
お
年
寄
り
は
 

大
喜
び
で
し
た
。
 

最
後
に
東
小
百
合
さ
ん
、
木
村
隆
衛
 

さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー
で
五
十
九
年
度
の
 

敬
老
会
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。
 

圏
 
高
原
の
 

欄
 

秋
に
旅
し
て
 

‘ー 

大
久
保
 
幸
子
 

九
月
半
の
ひ
と
日
を
一
歩
先
生
ご
夫
 

妻
と
一
緒
に
吟
行
に
ま
い
り
ま
し
た
。
 

目
ざ
す
所
は
、
大
分
県
飯
田
高
原
で
 

す
。
そ
こ
は
玖
珠
富
士
湧
蓋
山
麓
に
広
 

が
る
原
野
で
す
が
、
野
草
と
野
花
の
宝
 

庫
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

小
高
い
丘
の
上
に
メ
ル
ヘ
ン
風
の
赤
 

い
屋
根
の
建
物
が
宿
泊
し
た
地
蔵
原
ペ
 

ン
シ
ョ
ン
で
す
。
 

ペ
ン
シ
ョ
ン
の
所
を
得
た
り
花
野
中
 

駒女 

裏
手
に
は
、
芭
、
萩
、
女
郎
花
、
吾
 

亦
紅
な
ど
の
可
憐
な
野
花
が
今
を
盛
り
 

と
咲
き
乱
れ
、
そ
の
景
観
は
実
に
す
ば
 

ら
し
い
も
の
で
し
た
。
 

と
き
め
き
は
噂
の
花
野
に
行
ち
し
時
 

昭女 

や
が
て
タ
闇
が
迫
り
高
原
の
木
」
吐
ち
 

も
ペ
ン
シ
ョ
ン
も
そ
し
て
湧
蓋
山
も
闇
 

イ 
40歳以I:の方の健康診査 

老人保健医療制度による 

―般健康診査が行われます 

OF] I h / 11)121 LI 

午後1時半から2時半まで受け伺lt 

〇場 所ノ同和対策中央研修所 

〇料 金ノー般検査＝=100I J 

精密検査=500円 

ただし70歳以上の方は無料 

× 

× イ
 

[750人のお年寄りが出席してにぎわった敬老会】 

父兄・0B と親善試合 
少年野球チーム・上野イーグルス 

ト
月
ト
四
目
、
町
民
グ
 

ラ
ウ
ン
ド
で
少
年
野
球
チ
 

ー
ム
L
野
ィ
ー
グ
ル
ス
の
 

当
目
は
、
約
百
人
が
参
加
し
て
、
現
 

役
ニ
チ
ー
ム
、
o
B

、
父
兄
で
四
試
合
 

を
行
い
、
み
ん
な
で
弁
当
を
食
べ
、
和
 

現
役
・
o
B

・
父
兄
の
対
 

気
あ
い
あ
い
の
う
ち
に
楽
し
 

抗
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

L
野
ィ
ー
グ
ル
ス
は
、
 

昭
和
五
十
L
年
四
月
に
L
 

野
馴
h
所
勤
務
に
な
っ
た
 

重
田
寿
吉
さ
ん
が
中
心
に
 

な
り
、
青
少
年
の
非
行
防
 

止
と
健
全
育
成
と
い
う
目
 

的
で
、
L
野
地
区
の
小
学
 

校
四
年
生
以
L
を
対
象
に
 

結
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
で
す
。
 

コ
ー
チ
の
．
二
宅
嘉
一
さ
ん
 

や
太
田
宏
さ
ん
、
鶴
本
哲
男
さ
ん
、
小
松
 

久
行
さ
ん
ら
が
世
話
人
と
な
り
全
国
少
 

年
野
球
連
盟
に
加
人
。
練
習
は
も
ち
ろ
 

ん
対
外
試
合
も
多
く
行
っ
て
い
ま
す
。
 

過
ご
し
ま
し
た
。
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，
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【OBやや強し、和気あいあいで楽しんだ親善試合】 

10月1 tI---12月31日 共同募金 

寄付者に対する感謝・表彰制度 
共同募」t会は政府から持別に認定を受（ t た 

団体なので、高額の寄付をされた方には次の 

ような表彰制度・優遇処置が受けられます。 

〇紺綬褒章（単年のみ） 

500ノ月リ以L寄付された個人には褒章が、 

1 ,000 万円以上寄付された団体には裏状が授 

与されます。 

〇厚生大臣感謝状（単年のみ） 

100 If円以1: (500ノ引り末満）寄付された個 

人、または300 /升り以E(1.000万円末満）寄f，丁 

された団体に授与されます。 

〇共同募金会会長感謝状（3年間で5万円以 

上も可、通算可） 

5万円以I-寄付された個人、または10 If '1 

以上寄付された団体に中央共同募金会会長感 

謝状が贈られます。 

ご寄付いただくと免税等の 
‘真こ里hn 害,式座iI・＋Iニナ1 キ目一 
1変】田メL! I旦ノj、 :5z:‘ノ てフIL-己こ り 

◇法人税一全額損金算入 

法人（除く任意団体）が共ト弱，金に対して 

行う寄付金は全額が損金として処理できます。 

◇個人の寄付＝＝所得税の控除 

個人（給与所得者や個人業L）が特定寄f寸 

金を支出したときは、寄付金控除額として、 

所得金額から控除されます。 

そのほか土地・建物・物品を寄付された場 

合も税の優遇処置が受けられます。 

寄付の申し出等は役場福祉係へ 

) 

に
包
ま
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
あ
た
り
 

一
面
霧
が
流
れ
静
か
な
夜
で
し
た
。
 

翌
日
も
晴
犬
に
恵
ま
れ
快
適
な
ド
ラ
 

イ
ブ
吟
行
を
続
け
高
原
の
秋
を
満
喫
い
 

た
し
ま
し
た
。
途
中
に
は
も
う
、
ぱ
つ
 

ぽ
つ
と
紅
葉
が
兄
ら
れ
ま
す
。
 

千
草
野
に
心
没
し
て
し
ば
ら
く
は
 

紅
を
内
に
秘
め
た
る
吾
亦
紅
 

由
布
越
へ
の
眼
下
に
霧
の
走
る
か
な
 

駒
 
女
 

松
虫
草
飽
か
ず
気
品
に
揺
れ
て
を
り
 

露
じ
め
り
外
湯
も
ど
り
し
下
駄
の
緒
に
 

山
宿
の
天
ふ
ら
秋
草
な
ど
摘
み
て
 

昭
 
女
 

藤
袴
立
ち
去
り
難
き
色
で
あ
り
 

湧
蓋
山
黒
く
浮
き
立
つ
星
月
夜
 

薄
紅
葉
由
布
高
原
に
始
ま
り
ぬ
 喜

代
子
 

霧
の
舞
ふ
山
を
目
あ
て
に
車
駈
る
 

お
そ
ろ
し
き
ほ
ど
の
静
け
さ
霧
の
宿
 

ト
（
、
、
‘
（
か
（
‘
ツ
研
 

古

木

 
ま

り

子

さ

ん

 

（
田
中
歯
科
医
院
勤
務
）
 

切
寸
、
レ
メ
レ
J
メ
レ
‘
メ
り
叫
山
 

文
庫
本
備
へ
て
あ
り
し
柵
の
宿
 幸

 
女
 

選
 
者
 
吟
 

う
さ
ぎ
径
花
野
の
径
と
し
て
た
ど
る
 

湧
き
上
が
る
霧
を
抽
き
た
る
由
布
の
峨
 

猪
鍋
を
た
の
む
気
に
な
り
炉
が
二
つ
 

月
代
や
墨
絵
の
如
き
湧
蓋
山
 

人
生
は
気
力
が
支
へ
賜
鋭
声
 

一 

歩
 

つ
れ
づ
れ
に
 
⑩
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

松
本
 
た
か
し
 

ポ
ー
チ
に
幻
峡
さ
わ
や
か
に
ホ
ー
ム
暮
る
 

明
け
方
の
峡
水
ひ
び
き
威
銃
 

か
け
足
の
秋
の
冷
へ
こ
み
長
袖
に
 

す
す
き
活
け
雨
月
の
供
物
む
な
し
か
り
 

カ
ほ
？
 

敬
老
の
日
会
場
は
な
や
ぎ
果
報
な
り
 

彼
岸
人
り
米
寿
の
姥
の
旅
と
ち
ぬ
 

溜
池
に
映
つ
る
大
空
水
の
澄
む
 

？
〕
・
「
 

冷
や
か
や
背
広
ボ
タ
ン
を
は
め
に
け
り
 

目
扇
v
け
哨
命
扇
v
研・Nv
研
扇
y
研‘N
白
扇
v
い
N
 

田
中
歯
科
医
院
に
勤
務
し
て
二
年
 

目
、
先
生
の
助
手
、
患
者
さ
ん
の
介
 

助
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。
 

力
ラ
オ
ケ
が
得
意
で
、
郷
ひ
ろ
み
 

の
フ
ァ
ン
。
や
さ
し
く
て
、
男
ら
し
 

く
、
し
ん
の
あ
る
人
が
い
い
と
い
う
 

ト
四
歳
の
お
壌
さ
ん
で
す
。
 

田
中
一
郎
先
生
の
お
話
 

歯
科
助
手
の
学
校
に
毎
週
通
う
ガ
 

ン
バ
リ
屋
さ
ん
で
す
。
素
直
で
明
る
 

く
、
だ
れ
か
ら
も
好
か
れ
る
、
や
さ
 

し
い
女
性
で
す
。
 

j 

I 

 ノ × 

赤
池
町
立
病
院
内
科
医
師
 

北
 
政
義
 

今
年
六
月
に
当
院
内
科
に
着
任
以
 

来
、
初
め
て
ご
挨
拶
申
し
L
げ
ま
す
。
 

す
で
に
六
月
号
で
ご
紹
介
い
た
だ
き
 

ま
し
た
が
出
身
は
飯
塚
で
、
い
わ
ゆ
 

る
川
筋
男
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

出
身
大
学
は
、
白
治
医
科
大
学
と
 

申
し
ま
し
て
地
方
自
治
体
の
出
資
で
 

地
域
医
療
、
特
に
 

過
疎
地
域
ゃ
僻
地
 

等
の
医
療
に
携
わ
 

る
医
師
を
養
成
す
 

る
目
的
で
創
立
さ
 

れ
た
大
学
で
す
。
 

私
は
、
第
二
期
生
 

で
卒
業
し
、
臨
床
 

研
修
、
県
立
病
院
 

勤
務
を
経
て
、
一
」
 

の
度
、
町
立
病
院
 

で
地
域
医
療
を
実
 

践
す
る
よ
う
、
県
 

よ
り
命
ぜ
ら
れ
参
り
ま
し
た
。
 

こ
こ
で
、
地
域
医
療
と
は
、
“
住
民
 

り
仁
d
柔
】
 

ロ刀 

こ
よ
み
 

ー
 

一

 

ー
 

《）I
た
A
I
亡
」
ー
 

． 

一
丁
 

お
芦
 

)l
‘
一
 

‘ 

ノ

イ

 

ーL
三
 

と
 

1
日
（
木
）
 

全
国
青
少
年
健
全
育
成
強
 

調
月
間
 
下
請
取
引
適
正
 

化
推
進
月
間
、
文
化
財
保
 

護
強
調
週
間
 

2
日
（
金
）
 

町
民
文
化
祭
前
夜
祭
 

3
日
（
土
）
 

町
民
文
化
祭
作
品
展
示
 

商
工
祭
、
お
茶
会
、
ミ
ス
 

4
日
（
日
）
 

7
日
（
水
）
 

9
日
（
金
）
 

11 

日
（
日
）
 

13 

日
（
火
）
 

14 

日
（
水
）
 

15 

日
（
木
）
 

18 17 16 
日
（
金
）
 

日
（
土
）
 

日
（
日
）
 

19 

日
（
月
）
 

20 

日
（
火
）
 

21 

日
（
水
）
 

22 

日
（
木
）
 

25 

日
（
日
）
 

29 28 27 
日 日 日 

木 水 火 

ほ
ほ
え
み
コ
ン
テ
ス
ト
、
 

芸
能
発
表
大
会
 

町
民
文
化
祭
・
囲
碁
大
会
 

心
配
ご
と
相
談
（
響
諮
タ
ー
）
 

立
冬
 

狂
犬
病
注
射
（
町
納
所
で
）
 

赤
池
剣
道
大
会
（
m
“
麟
こ
 

イ
ン
フ
ル
ェ
ン
ザ
（
躍
麟
ど
 

養
命
大
学
閉
校
式
 

子
宮
、
乳
ガ
ン
検
診
 

七
五
三
 

麻
し
ん
（
叫
詳
か
m
隣
）
 

心
配
ご
と
相
談
（
響
諮
タ
ー
）
 

第
 22 

回
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
 

ル
大
会
（
m
鴎
麟
こ
 

乳
児
保
育
相
談
（
喫
肋
恕
讐
 

「
種
混
合
（
叫
謙
或
磁
）
 

一
般
健
康
診
査
（
鶏
欝
聖
 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
喫
警
嶋
讐
 

第
5
回
町
民
卓
球
大
会
 

（
騒
鑓
）
 

心
配
ご
と
相
談
（
響
鍔
タ
ー
）
 

解
放
講
座
（
窯
獣
聖
 

イ
ン
フ
ル
ェ
ン
・
ザ
（
叫
噂
坤
鴎
讐
 

私
は
、
こ
こ
赤
池
で
、
指
導
者
、
 

先
輩
方
、
ス
タ
ッ
フ
等
に
も
恵
ま
れ
、
 

共
に
、
皆
さ
ん
の
生
命
と
健
康
を
守
 

る
た
め
、
信
頼
さ
れ
る
、
よ
り
良
き
 

町
立
病
院
づ
く
り
に
、
 
一
所
懸
命
に
 

取
り
組
む
所
存
で
す
。
皆
さ
ん
も
、
 

ご
指
導
、
ご
助
言
等
を
下
さ
り
、
町
 

立
病
院
を
は
ぐ
ぐ
ん
で
い
た
だ
き
ま
 

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

さ
て
、
町
立
病
院
の
医
療
機
器
の
 

現
状
で
す
が
、
従
来
よ
り
あ
り
ま
す
 

、 ’'％」 

響舞毒醜 一f 二 麟麟麟鷺麟 
【超音波断層撮影装置で診察する北先生】 

胃
透
視
装
置
、
胃
 

十
二
指
腸
内
視
鏡
 

等
に
加
え
て
近
年
 

の
目
ま
ぐ
る
し
い
 

医
療
の
進
歩
に
対
 

応
す
る
た
め
超
音
 

波
断
層
撮
影
装
置
 

を
始
め
と
し
て
種
 

々
の
診
断
並
び
に
 

治
療
用
機
器
を
整
 

備
し
つ
つ
あ
り
ま
 

す。 超
音
波
装
置
は
 

超
音
波
の
反
射
波
を
利
用
し
た
、
い
 

わ
ゆ
る
魚
群
探
知
 23 

の
よ
う
な
も
の
 

参
加
の
も
と
で
地
域
の
包
括
的
医
療
 

で
、
体
の
表
面
に
当
て
る
だ
け
で
、
 

を
行
な
う
こ
と
”
と
い
う
意
味
で
す
。
 

肝
臓
内
、
胆
の
う
内
の
結
石
、
腫
蕩
 

つ
ま
り
、
皆
さ
ん
の
参
加
の
も
と
で
 

他
、
嘩
臓
の
疾
患
、
心
疾
患
の
診
断
 

皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
、
予
防
 

等
に
極
め
て
有
効
で
す
。
 

に
始
ま
り
、
治
療
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
 

今
後
、
町
立
病
院
に
新
し
い
医
療
 

シ
ョ
ン
ま
で
一
体
と
な
っ
た
医
療
を
 

23 

機
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
よ
り
一
 

行
な
う
こ
と
で
す
。
 

層
高
度
の
医
療
を
し
て
い
く
計
画
を
 

切
て
て
お
り
ま
す
。
 

kJ
）
に
d
4
k
d
z
L
・
L
．、
 

‘． 



(7） 第262 号 昭和59年11月l Il あ か し、 報
 

広
 

第262 号 

議会だよ‘) 警鷲予算総額は如億5, 555万円に 
10議案を原案可決、請願3' 

決 

ー
 

意見書 算 

一 9月定例町議会＝一 

⑥
昭
和
五
十
八
年
度
赤
池
町
一
般
会
計
 

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
凸
一
一
 

・
三
面
に
掲
載
。
 

⑥
昭
年
五
十
八
年
度
赤
池
町
国
民
健
康
 

保
険
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
 

g
歳
入
三
億
六
千
九
十
三
万
九
千
円
、
 

歳
出
三
億
三
千
五
百
五
十
九
万
一
千
円
 

の
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
o
 

昭和59年11月1日 け
 

あ か し、 報
 

広
 

エンゼルクイズ 

【第102回出題】 

エンゼルは天使のつかいです 

あなたに幸ありますように 

【問題】無効投票をなくしましょう 

投票は正しい投票用紙に、自分が選びたい 

と考えている人をロ補者の中からロ人だけ選 

んで、その氏名を正しく書くことによって行 

われます。例えば投票用紙に二人以上の候補 

者の氏名を書いたり、自分の名前やその他符 

号、記号など余計なことを書いたりするとそ 

の投票はロ効になります。また、印を押した 

ものや文字の分からないものも無効です。 

赤池町では、 7 月に執行された町長選挙の 

投票で68票の無効投票がありました。 

【応募の要領】 

ロの中に文字を入れ、11月15日までに赤池 

町役場総務課ェンゼルクイズ係へお送りくだ 

さい。抽せんで正解者3 人に図書券を贈りま 

す 

【第101回の解答】 

自由 

【正解者】 

応募総数11通のうち正解7 通。厳正な抽せ 

んの結果、次の人に図書券を贈ります。 

（敬称略） 

レ近藤ひとみ（小藤団地） >小松敏美（大浦） 

レ川島 豊（緑ケ丘ニュータウン） 

▽ ▽ V V V V 

昭
和
五
十
九
年
度
九
月
定
例
町
議
会
は
、
九
月
ニ
ト
八
目
か
ら
十
月
・
二
 

日
ま
で
六
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
、
昭
和
五
十
八
年
度
一
般
会
計
決
算
の
 

認
定
議
案
な
ど
合
計
十
議
案
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
 

さ
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
国
鉄
自
動
車
の
維
持
存
続
に
関
す
る
請
願
な
ど
三
件
の
請
願
と
 

一
件
の
意
見
書
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
 

Zへ △ △ △ L L 

▽
 

そ
の
ほ
か
、
田
川
地
区
斉
場
組
合
議
会
な
ど
三
つ
の
一
部
事
務
組
合
の
 

△
 

▽
 

議
会
報
告
、
監
査
結
果
の
報
告
、
 
一
般
質
間
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
o
 

△
 

▽
 

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

⑨
昭
和
五
十
八
年
度
赤
池
町
住
宅
新
築
 

資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
決
算
の
認
 

定
に
つ
い
て
e
歳
入
で
二
億
一
千
八
百
 

四
十
七
万
八
千
円
、
歳
出
で
二
億
一
千
 

八
百
四
十
七
万
五
千
円
の
決
算
が
認
定
 

さ
れ
ま
し
た
。
 

⑥
昭
和
五
十
八
年
度
赤
池
町
老
人
保
健
 

特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
‘
歳
 

入
で
五
億
二
千
二
百
七
十
五
万
九
千
円
 

歳
出
で
四
億
八
千
七
百
六
万
九
千
円
の
 

決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
 

⑨
昭
和
五
十
八
年
度
赤
池
町
立
病
院
事
 

業
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
e
 

事
業
収
益
で
四
億
一
千
五
百
八
十
三
万
 

一
千
円
、
事
業
費
用
で
四
億
七
千
四
百
 

四
ト
七
万
九
千
円
、
単
年
度
純
損
失
五
 

千
八
百
六
十
四
万
八
千
円
の
決
算
が
認
 

定
さ
れ
ま
し
た
。
 

な
お
、
五
十
八
年
度
末
の
累
積
赤
字
 

は
四
億
六
十
六
万
六
千
円
と
な
っ
て
い
 

ま
す
。
 

⑥
昭
和
五
十
八
年
度
赤
池
町
上
水
道
事
 

業
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
‘
 

事
業
収
益
で
一
億
八
千
六
百
八
十
一
万
 

五
千
円
、
事
業
費
用
で
二
億
三
百
三
十
 

万
三
千
円
、
当
年
度
純
損
失
一
千
六
百
 

《
シ
・
一
・
》
、
，
・
一
、
一
・
I
ー
・
一
・
一
・
一
・
一
・
一
・
一
ー
・
一
ー
一
ー
一
ー
一
ー
●
ー
一
ー
！
ー
一
ー
！
 

一
・
I

・

一

・

一

《

！

ー

一

ー

一

ー

一

・

一

ー

一

ー

●

ー

，

ー

●

ー

I

ー
一
 
ー
一
ー
一
 
ー
I
 

、

 

‘
'
'
'
'
'
'
'
‘
、
‘
、
‘
‘
、
‘
‘
、
‘
、
ー
 
‘

、

‘

'

‘

ー

 ‘

‘

、

‘

‘

、

‘

'

‘

ー

 

‘
'
'
'
'
'
'
'
'
'
 

、
 
一
、
 

ー
 

ー、 

税
務
諸
証
明
の
発
行
に
は
 

申
請
書
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
 

ぐ
ん
（
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
 

十
一
月
一
日
か
ら
税
務
関
係
の
各
証
 

明
書
（
固
定
資
産
評
価
証
明
・
所
得
証
 

明
・
各
納
税
証
明
・
そ
の
他
証
明
）
を
 

発
行
す
る
と
き
に
は
、
税
務
課
窓
口
に
 

備
え
つ
け
の
申
請
書
（
別
紙
）
を
書
い
 

て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

税務証明書交付申請書 

赤 池 町 長 殿 

必要枚数を書いて下さい。

固定資産 1.車庫証明用 通 

評価証明 2．その他（ 

所得証明 

納税証明 

1．町 民 税 

2.固定資産税 

3．軽自動車税 

4．国 保 税 

5．全ての税の証明 

通

通

通

通

通

通

 そ の 他 ※ 通 

L記の証明書を交付下さるよう申請します‘ 

昭和 年 月 日 

本人（所有者） 住 所 

通称名（ ) 

氏 名 

代 理 人 住 所 

氏 名 

税務関係の各証明書が必要なときは窓口で 

この申請書に記入して提出してください。 

四
十
八
万
九
千
円
の
決
算
が
認
定
さ
れ
 

ま
し
た
0
 

な
お
、
五
十
八
年
度
末
の
累
積
赤
字
 

は
一
一
一
億
八
千
三
百
七
十
一
万
二
千
円
と
 

な
り
ま
す
。
 

補 

正 

予 

算 

⑥
昭
和
五
十
九
年
度
一
般
会
計
補
正
予
 

算
の
認
定
に
つ
い
て
‘
八
千
四
十
八
万
 

七
千
円
の
追
加
補
正
で
予
算
総
額
は
四
 

十
億
五
千
五
百
五
十
五
万
四
千
円
に
な
 

り
ま
し
た
。
 

内
容
は
、
特
開
事
業
の
用
地
費
が
地
 

方
交
付
税
に
算
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
 

追
加
や
、
同
和
地
区
道
路
整
備
事
業
の
 

一
路
線
追
加
に
よ
る
国
庫
補
助
金
の
歳
 

入
、
同
工
事
請
負
費
の
歳
出
。
県
に
要
 

望
し
て
い
た
町
立
病
院
の
医
療
器
具
購
 

入
資
金
の
県
支
出
金
の
歳
入
。
同
町
立
 

病
院
事
業
会
計
へ
の
出
資
金
。
市
場
小
 

学
校
校
舎
床
改
修
工
事
の
工
事
請
負
費
 

な
ど
が
主
な
も
の
で
す
。
 

⑥
昭
和
五
十
九
年
度
国
民
健
康
保
険
事
 

業
特
別
会
計
補
正
予
算
の
認
定
に
つ
い
 

て
e
二
千
五
百
三
十
四
万
六
千
円
の
追
 

加
補
正
で
予
算
総
額
三
億
九
千
十
四
万
 

l 

こ
れ
は
み
な
さ
ん
の
財
産
や
プ
ラ
イ
 

バ
シ
ー
を
守
る
た
め
の
も
の
で
、
ご
面
 

倒
で
し
ょ
う
が
、
申
請
の
際
に
は
、
申
 

請
書
を
書
い
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
 

し
ま
す
。
 

な
お
、
不
明
な
点
は
窓
口
で
係
員
に
 

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
 

11 

月
は
 

ー
国
民
年
金
制
度
推
進
月
間
 
H 

さ
き
に
厚
生
省
が
発
表
し
た
我
が
国
 

の
平
均
寿
命
は
、
男
七
十
四
・
二
〇
歳
 

女
七
十
九
・
七
八
歳
で
世
界
一
の
長
寿
 

国
に
な
り
年
金
制
度
抜
き
に
は
考
え
ら
 

れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
 

国
民
年
金
は
、
農
林
漁
業
、
サ
ー
ビ
 

ス
業
な
ど
の
自
営
業
の
方
と
そ
の
家
族
 

を
対
象
に
昭
和
三
十
六
年
に
実
施
さ
れ
 

こ
れ
に
よ
り
、
国
民
皆
年
金
が
実
現
し
、
 

だ
れ
も
が
、
い
ず
れ
か
の
年
金
制
度
に
 

三
千
円
に
な
り
ま
し
た
。
基
金
積
立
金
 

二
千
万
円
が
主
な
も
の
で
す
。
 

⑥
昭
和
五
十
九
年
度
住
宅
新
築
資
金
等
 

貸
付
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
の
認
定
 

に
つ
い
て
8

一
億
七
千
二
百
九
十
九
万
 

円
の
追
加
補
正
で
予
算
総
額
四
億
四
千
 

七
百
四
万
九
千
円
に
な
り
ま
し
た
。
補
 

正
の
主
な
内
容
は
、
鉱
害
復
旧
な
ど
に
 

よ
り
住
宅
新
築
の
申
込
者
が
増
加
し
た
 

た
め
、
貸
付
金
の
一
億
五
千
九
百
万
円
 

一
時
借
入
金
利
子
の
一
千
三
百
万
円
の
 

追
加
な
ど
が
主
な
も
の
で
す
。
 

⑨
昭
和
五
十
九
年
度
赤
池
町
立
病
院
事
 

業
特
別
会
計
補
正
予
算
の
認
定
に
つ
い
 

て
‘
資
本
的
収
入
お
よ
び
支
出
で
二
千
 

万
円
の
追
加
補
正
で
、
三
千
四
百
三
十
 

八
万
円
に
な
り
ま
し
た
。
内
容
は
、
県
 

補
助
金
に
よ
り
、
心
電
計
、
眼
底
カ
メ
 

ラ
、
エ
コ
ー
な
ど
の
医
療
機
器
を
購
入
 

す
る
た
め
の
資
産
購
入
費
で
す
。
 

請

願

・

意

見

書

 

⑥
非
課
税
貯
蓄
制
度
存
続
に
関
す
る
請
 

願
‘
国
の
貯
蓄
課
税
の
強
化
は
時
代
の
 

要
請
に
逆
行
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
、
 

制
度
の
存
続
を
求
め
る
内
容
の
請
願
が
 

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
 

⑨
国
鉄
自
動
車
の
維
持
存
続
に
関
す
る
 

請
願
g
直
方
ー
上
野
峡
、
赤
池
駅
ー
L
 

野
峡
間
を
走
っ
て
い
る
国
鉄
バ
ス
は
、
 

地
域
に
お
け
る
最
も
重
要
な
交
通
機
関
 

と
し
て
地
域
の
暮
し
の
向
上
に
貢
献
し
 

て
お
り
、
こ
の
運
営
に
つ
い
て
は
今
後
 

も
存
続
し
て
行
う
よ
う
に
要
請
す
る
。
 

と
い
う
町
内
の
千
四
百
五
十
九
人
の
署
 

名
が
つ
い
た
請
願
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
 

⑥
生
活
保
護
や
保
育
所
措
置
な
ど
国
庫
 

補
助
率
の
切
り
下
げ
・
地
方
肩
替
り
に
 

反
対
す
る
請
願
‘
来
年
度
概
算
要
求
で
 

お
り
込
ま
れ
て
い
る
、
国
庫
補
助
率
が
 

ニ
分
の
ー
を
こ
え
る
諸
制
度
の
補
助
率
 

の
一
割
切
り
下
げ
を
行
わ
な
い
こ
と
と
 

の
請
願
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
い
ず
れ
の
事
業
も
国
の
責
 

任
で
実
施
さ
れ
る
性
格
の
も
の
で
あ
り
、
 

地
方
財
政
が
圧
迫
さ
れ
、
住
民
へ
の
し
 

わ
よ
せ
が
強
ま
る
と
い
う
理
由
に
よ
る
 

も
の
で
す
。
 

⑥
国
庫
補
助
負
担
率
引
き
下
げ
に
よ
る
 

地
方
転
嫁
反
対
に
関
す
る
意
見
書
◇
前
 

記
の
請
願
と
同
内
容
の
意
見
書
が
採
択
 

さ
れ
ま
し
た
。
 

そ
の
ほ
か
、
六
月
定
例
町
議
会
に
提
 

出
さ
れ
産
業
建
設
委
員
会
へ
付
託
・
継
 

続
審
議
と
な
っ
て
い
た
下
桜
町
ー
上
桜
 

町
の
里
道
整
備
な
ら
び
に
下
桜
町
里
道
 

拡
幅
整
備
に
か
か
る
請
願
お
よ
び
町
道
 

坊
主
ケ
谷
路
線
（
高
尾
通
り
）
の
舗
装
 

に
関
す
る
請
願
は
、
今
回
の
九
月
定
例
 

町
議
会
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
 

加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

将
来
、
年
金
を
受
け
る
に
は
：
一
 

国
民
年
金
は
、
自
営
業
者
な
ど
を
対
 

象
に
し
て
い
る
た
め
、
自
分
で
届
出
る
 

必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

二
十
歳
に
な
っ
た
人
、
会
社
等
の
勤
 

め
を
や
め
た
人
は
、
も
れ
な
く
加
入
し
 

ま
し
ょ
う
。
 

支
給
は
、
保
険
料
を
納
め
た
期
間
と
 

保
険
料
免
除
の
期
間
合
計
が
原
則
と
し
 

て
二
十
五
年
な
け
れ
ば
（
昭
和
五
年
四
 

月
一
日
以
前
生
ま
れ
の
人
は
短
縮
）
老
 

齢
年
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
 

年
金
制
度
の
し
く
み
や
、
免
除
の
手
 

続
き
等
、
不
明
な
点
は
、
役
場
年
金
係
 

や
、
社
会
保
険
事
務
所
に
ご
相
談
く
だ
 

さ
い
。
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

〇
西
酪
協
同
株
式
会
社
、
マ
ミ
カ
ル
E
 

【休館日】 

3日、 5日、12日、13日 
18日、23日、26日 

【福祉バス運行日】 

休館日、祝祭日を除く 
毎日 

【仏教講演会】 
11月14日困 

午前n時から 
× 

般 

質 

間 

岡
不
然
物
の
ゴ
ミ
処
理
の
将
来
展
望
と
 

福
祉
セ
ン
タ
ー
間
の
緩
衝
地
帯
等
の
善
 

後
策
に
つ
い
て
の
町
の
対
応
は
 

問
下
田
川
衛
生
組
合
で
取
り
組
ん
で
い
 

る
福
祉
セ
ン
タ
ー
下
の
不
燃
物
処
理
場
 

は
、
あ
と
三
・
四
年
で
満
ぱ
い
に
な
る
 

だ
ろ
う
。
跡
地
は
公
園
化
の
考
え
だ
が
、
 

組
合
と
も
協
議
し
て
、
公
害
発
生
の
な
 

い
よ
う
消
毒
等
徹
底
し
た
い
。
 

50 

本
〇
白
井
 
忠
（
L
野
）
キ
ク
数
百
 

本
〇
小
松
篤
生
（
L
野
）
清
酒
3

升、 

缶
ジ
ュ
ー
ス
 60 

本
〇
ア
ワ
ヤ
呉
服
店
（
 

赤
池
）
金
一
封
〇
池
田
福
勇
（
L
野） 

ク
ロ
レ
ラ
ミ
ニ
ゼ
リ
ー
 50
 

袋
〇
藤
村
商
 

店
（
L
野
）
バ
ナ
ナ
 10
 

ぬ
、
巨
峰
8

ぬ
 

〇
亀
井
精
肉
店
（
赤
池
）
缶
ジ
ュ
ー
ス
 

60 

本
〇
世
良
鮮
魚
店
（
赤
池
）
缶
ジ
ュ
 

ー
ス
 
60 

本
 赤

池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

【
香
典
返
し
】
 

金
一
封
 
桑
野
 
勝
 

一
暁
町
」
 

金
一
封
 
藤
井
 

カ
ス
ミ
（
旭
ケ
丘
）
 

金
一
封
 
木
村
 
健
一
郎
（
猿
畑
）
 

【
寄
付
】
 

〇
東
小
百
合
（
歌
手
、
敬
老
会
出
演
に
 

関
し
て
）
1
6

、
3
0
0
円
 

【
古
切
手
】
 

福
豊
ブ
ロ
ノ
ク
工
業
翻
 

8
8
6
枚
 

（
十
月
ト
五
目
現
在
、
敬
称
略
）
 

×
 

【演芸】 

入館者へ自由に舞台を 

提供します。 
ご利用ください。 

【心配ごと相談】 
7日、17日、27日 
午前10時から 

午後3時まで 

 ノ 
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新
一
年
生
の
健
康
診
断
 

来
年
度
小
学
校
へ
入
学
r

定
の
子
ど
 

も
さ
ん
の
健
康
診
断
が
次
の
と
お
り
行
 

わ
れ
ま
す
。
 

▽
該
当
者
 
昭
和
 53 

年
4

月
2

日
か
ら
 

昭
和
 54
 

年
4

月
1

目
生
ま
れ
の
人
 

▽
上
野
小
学
校
区
（
上
野
地
区
）
 

11 

月
 14
 

日
（
水
）
午
後
1
時
か
ら
 

▽
市
場
小
学
校
区
（
市
場
、
赤
池
、
中
 

尾
地
区
）
 

11
 

月
9

目
（
金
）
午
後
 

1
時
か
ら
 

※
当
日
は
、
上
ば
き
（
ス
リ
ッ
パ
）
を
 

ご
持
参
く
だ
さ
い
。
 

赤
ち
ゃ
ん
の
オ
シ
ッ
コ
で
 

小
児
ガ
ン
の
早
期
発
見
を
 

福
岡
県
で
は
昭
和
六
十
年
一
月
か
ら
 

六
カ
月
児
を
対
象
に
小
児
ガ
ン
（
神
経
 

芽
細
胞
腫
）
の
検
査
を
実
施
し
ま
す
。
 

検
査
セ
ッ
ト
の
配
布
と
検
査
の
説
明
 

が
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。
 

▽
日
時
 
毎
月
第
2

火
曜
目
、
 
13 

時
か
 

ら
 14 

時
半
ま
で
 

▽
場
所
 

田
川
保
健
所
母
子
室
 

▽
持
参
品
 

母
子
健
康
手
帳
 

※
 11 

月
は
生
後
3

カ
月
か
ら
4

カ
月
児
 

12 

月
は
生
後
3

カ
月
児
か
ら
5

カ
月
 

児
を
対
象
と
し
ま
す
。
詳
し
く
は
田
 

川
保
健
所
母
f
係
へ
 

（

か

0

9

4

7

4

1

4

1

0

6

6

6

) 

福
岡
県
弁
護
士
会
の
 

サ
ラ
金
相
談
セ
ン
タ
ー
 

福
岡
県
弁
護
士
会
で
は
、
サ
ラ
金
被
 

害
者
の
相
談
や
救
済
の
た
め
サ
ラ
金
相
 

談
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
 

サ
ラ
金
問
題
で
お
悩
み
の
方
は
、
ご
 

利
用
く
だ
さ
い
。
 

▽
会
場
 

①
福
岡
会
場
 
福
岡
市
中
央
区
城
内
一
 

の
一
福
岡
県
弁
護
士
会
館
内
 

（

合

0

9

2

1

7

4

1

1

3

2

0

8

) 

②
北
九
州
会
場
 
北
九
州
市
小
倉
北
区
 

金
田
一
の
四
の
二
小
倉
弁
護
士
会
館
 

（
合
0
9
3
1
5
6
1
1
0
3
6
0

) 

▽
相
談
日
時
 
福
岡
は
毎
週
土
曜
日
 

午
前
9
時
半
か
ら
正
午
ま
で
、
北
九
 

州
は
毎
週
土
曜
日
、
午
前
 10 

時
か
ら
 

12 

時
半
ま
で
 

▽
相
談
料
 

一
時
間
以
内
で
五
千
円
 

▽
予
約
制
 
来
所
に
よ
る
事
前
予
約
要
 

▽
事
件
依
頼
 
相
談
者
の
依
頼
に
応
じ
 

弁
護
士
の
事
件
受
任
に
よ
る
解
決
の
 

途
あ
り
 税

を
知
る
週
間
 

毎
年
 11 

月
 11
 

日
か
ら
 17 

日
ま
で
の
 

週
間
は
「
税
を
知
る
週
間
」
 
で
す
。
 

私
た
ち
の
日
常
生
活
に
深
い
つ
な
が
 

り
を
も
っ
て
い
る
税
金
を
正
し
く
理
解
 

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
田
川
税
務
署
で
 

も
期
間
中
次
の
よ
う
な
行
事
を
行
い
ま
 

す。 
▽
税
の
散
歩
道
（
伊
田
商
店
街
）
 

〇
小
ち
ゃ
な
税
の
ポ
ス
タ
ー
展
ー
馬
 

場
茶
舗
前
〇
標
語
入
選
作
展
廿
中
川
 

時
計
店
〇
税
の
パ
ネ
ル
展
廿
各
商
店
 

〇
税
の
図
書
販
売
廿
石
川
書
店
〇
税
 

の
チ
ラ
シ
配
府
ー
岩
井
種
苗
店
 

※
そ
の
ほ
か
、
納
税
表
彰
式
や
税
に
関
 

す
る
書
道
標
語
の
表
彰
、
租
税
教
室
 

な
ど
多
彩
な
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
 

狂犬病予防注射の日程表 

実施II 場 ~「寺 間 

111

月9

〕金（日

老 人 ホ ー ム 9 : 30--- 9 : 50 

四 区 公 民 館 10 : 00-JO : 20 

市 場 集 会 所 10 : 30-il : 20 

高 尾（船津店前） ii: 30-12 : 00 

ショ・ノピングセンター 

「ア カ イ ケ」 前 13 : 00-14 】 00 

赤池駅前公1 I 14 : 10-14 : 40 

赤 池 町 役 場 14 : 50-15 : 30 

イ 

年賀はがきの発売 
、く,魯」「」1！」誉聯三』昌 §』こif喜；年

子宮ガン・乳ガン検診 

日時】11月14目水）9:30 ~10:30 

場所】赤池町同和対策中央研修所 

対象者】町内30歳以上の婦人の方 

料金I l ,000 円 

（ただし70歳以上の方は無料） 

ガン予防は、まず検診、乳ガン・子 

宮ガンの検診はとても簡単です。 

ぜひお受けください。 

× 

困⑤⑧④⑨⑤⑩⑨ 
使用量は通知票で確かめて 

/ × 

ぞ・】・×峯W
? 

11月5 日からお年玉つき年賀は 

がきが発売されます。早目にお買 

い求めください。 

郵便局からお願い 

郵便物のあて先は字名、番地ま 

で正確にお書きください。 近くに 

同姓の方がおられる場合、誤って 

配達されることがあります。 

郵便局では誤配をなくすよう努 

力していますが、みなさまのご協 

力をお願いします。 

× ノ 

9 月分水道使用量通知票 

今月分の使用量は下記のとおりです。 

昭和59 年10 月 日 

今 回 指針 

前回 指針 

9月分使用量 

× 

水道課では、毎月l I I から前月 

の水道使用量を計算するため、検 

針を行っています。 

その際、別紙使用量通知書に、 

前月の使用量を記入して各家庭の 

ポストに入れています。 

なお、請求書は毎月15日に配布 

していますので、使用量等につい 

て不審な点がありましたら、15日 

までに使用量通知票でご確認のう 

え、水道課へお問い合せください。 

 ノ 

※
犬
は
メ
ー
タ
ー
器
か
ら
は
な
し
て
、
つ
な
い
で
下
さ
い
。
 

殿
 

0*; 基 本 料 金 超過料金 

水 量 ロ径~ 料金円 水量 料金円 

―般用 

臨時用 

8dまで 

13 9助 

d C, 
9 , 4, m 

加 1,180 

妬 1,240 

44 1,340 

50以上 1,860 

柵鳳用 1叩dまで 13以上 u '7叩 101 n 
か‘ 

】d 
にっ， 

工場用 1叩dまで 13以上 13,910 

赤池町水道課 
TEL 2004Z 検針者 


